
                                             

 

❶
小

暮
橋

 
Ｊ
Ｒ
成
田
線
に
架
か
る
跨
線
橋
で
す
。
橋
上
か
ら
我
孫
子
方
面

を
望
む
と
、
線
路
が
森
の
中
に
吸
い
込
ま
れ
て
い
く
よ
う
で
す
。

 

➋
（

株
）

日
立

ア
カ

デ
ミ

ー
我

孫
子

キ
ャ

ン
パ

ス
周

辺
 

（
ま

ち
な

み
八

景
）

 
 

周
辺
の
住
宅
街
は
緑
豊
か
な
落
ち
着
い
た
佇
ま
い
で
、
キ
ャ
ン

パ
ス
の
雰
囲
気
と
調
和
し
て
一
体
感
が
あ
り
ま
す
。
住
宅
街
の

南
端
に
あ
る
高
野
山
大
久
保
緑
地
と
、
手
賀
沼
ふ
れ
あ
い
ラ
イ

ン
へ
降
り
る
階
段
か
ら
は
、
手
賀
沼
と
対
岸
の
斜
面
林
の
広
が

り
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

➌
（

株
）

日
立

ア
カ

デ
ミ

ー
我

孫
子

キ
ャ

ン
パ

ス
 

昭
和
３
６
年
に

(株
)日
立
製
作
所
が
幹
部
研
修
の
た
め
に
建
設

し
ま
し
た
。
敷
地
内
は
起
伏
に
富
み
、
動
植
物
の
種
類
が
豊
富

で
湧
水
の
池
や
古
墳
も
あ
り
ま
す
。
（
株
）
日
立
ア
カ
デ
ミ
ー
の
ご

厚
意
に
よ
り
、
我
孫
子
の
景
観
を
育
て
る
会
の
主
催
で
、
秋
に

庭
園
公
開
を
し
て
い
ま
す
。
（
通
常
は
非
公
開
）
 

➍
日

立
坂

（
坂

道
八

景
）

 
東
西
を
我
孫
子
キ
ャ
ン
パ
ス
に
挟
ま
れ
、
緩
や
か
に
カ
ー
ブ
し
た

坂
道
で
、
国
道
３
５
６
号
と
手
賀
沼
ふ
れ
あ
い
ラ
イ
ン
を
南
北
に

繋
い
で
い
ま
す
。
晴
れ
た
日
に
歩
く
と
木
漏
れ
日
が
美
し
く
、
ア
カ

マ
ツ
・
モ
ミ
ジ
・
ハ
ゼ
な
ど
様
々
な
木
々
を
楽
し
み
な
が
ら
、
森
林

浴
が
で
き
ま
す
。

 

➎
高

野
山

新
田

ビ
オ

ト
ー

プ
の

道
（

ハ
ケ

の
道

八
景

）
 

高
野
山
桃
山
公
園
の
下
を
通
る
ハ
ケ
の
道
で
、
湧
水
が
注
ぐ

 
ビ
オ
ト
ー
プ
に
は
メ
ダ
カ
や
ザ
リ
ガ
ニ
な
ど
が
い
て
子
ど
も
た
ち

 
に
人
気
で
す
。
木
道
風
の
八
つ
橋
を
歩
き
な
が
ら
季
節
ご
と
の

 
草
花
も
楽
し
め
ま
す
。

 

➏
高

野
山

桃
山

公
園

・
日

立
の

森
（

斜
面

林
・

田
園

八
景

）
 

日
立
ア
カ
デ
ミ
ー
我
孫
子
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
高
野
山
桃
山
公
園

ま
で
、
手
賀
沼
に
面
し
て
緑
豊
か
な
斜
面
林
が
連
な
り
ま
す
。

 
紅
葉
と
松
の
緑
が
織
り
な
す
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
と
て
も
美
し
く
 
、

 
 

 

手
賀
沼
遊
歩
道
か
ら
の
眺
め
が
お
薦
め
で
す
。

 

➐
水

神
山

古
墳

坂
（

坂
道

八
景

）
  

少
し
狭
く
急
で
す
が
、
歩
き
や
す
い
土
の
道
で
す
。
夏
は
木
漏
れ

日
が
注
ぎ
、
秋
は
落
ち
葉
に
覆
わ
れ
ま
す
。
坂
の
上
り
口
付
近
に

は
鯉
が
泳
ぐ
小
さ
な
池
（
私
有
地
）
が
あ
り
ま
す
。

 
 

➑
水

神
山

古
墳

 
４
世
紀
後
半
の
全
長
約
６
９
ｍ
の
東
葛
地
区
最
大
の
前
方
後
円

墳
で
す
。
埋
葬
者
は
不
明
で
す
が
、
管
玉
や
ガ
ラ
ス
玉
な
ど
が
出

土
し
て
お
り
、
県
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
夏
に
は

ヤ
マ
ユ
リ
や
キ
ツ
ネ
ノ
カ
ミ
ソ
リ
の
群
生
が
見
ら
れ
ま
す
。

 

➒
高

野
山

桃
山

公
園

・
前

原
古

墳
か

ら
見

た
手

賀
沼

（
水

八
景

）
 

前
原
古
墳
は
、
３
世
紀
後
半
の
築
造
と
考
え
ら
れ
て
い
る
市
内

 

最
古
の
古
墳
で
す
。
古
墳
か
ら
眺
め
る
手
賀
沼
と
田
園
の
風
景

は
、
奥
行
き
と
広
が
り
の
あ
る
大
パ
ノ
ラ
マ
で
す
。

 

➓
高

野
山

桃
山

公
園

（
公

園
八

景
）

 
平
成
２
２
年
に
市
制
４
０
周
年
を
記
念
し
て
、
手
賀
沼
を
望
む
高

台
に
オ
ー
プ
ン
し
た
公
園
で
す
。
広
く
芝
生
に
覆
わ
れ
た
起
伏
の

あ
る
公
園
で
、
名
称
は
昔
ヤ
マ
モ
モ
の
木
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
こ
と

に
由
来
し
て
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
南
斜
面
の
木
道
風
の
階
段
を

下
り
る
と
高
野
山
新
田
ビ
オ
ト
ー
プ
が
あ
り
、
駐
車
場
も
利
用
で
き

ま
す
。

 

⓫
我

孫
子

中
学

校
（

桜
八

景
）

 

我
孫
子
中
学
校
は
昭
和
２
５
年
（
１
９
５
０
年
）
こ
の
地
に
移
転
し
、

国
道
３
５
６
号
沿
い
の
桜
が
大
樹
と
な
っ
て
い
ま
す
。
春
に
は
た
く

さ
ん
の
桜
が
、
学
校
全
体
を
包
み
込
み
、
国
道
沿
い
の
花
壇
は
、

四
季
折
々
綺
麗
に
手
入
れ
さ
れ
て
い
ま
す
。
校
内
に
は
４
世
紀

代
の
竪
穴
建
物
が
発
掘
さ
れ
た
“
我
孫
子
中
学
校
校
庭
遺
跡
”

が
あ
り
ま
す
。

 

 
 

天
王
台
・ 東

我
孫
子
ｴ
ﾘ
ｱ １ 

ス
タ
ー
ト

 
天
王
台
駅
南
口

 

日
立
ア
カ
デ
ミ
ー

 

我
孫
子
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺

 

日
 

 
 

 
立

 
 

 
 
坂

 

高
野
山
新
田
ビ
オ
ト
ー
プ
の
道

 

高
野
山
桃
山
公
園
・日
立
の
森

 

水
神

山
古

墳
 

高
野
山
桃
山
公
園
・
前
原

 

古
墳
か
ら
見
た
手
賀
沼

 

高
野
山
桃
山
公
園

 

我
孫
子
中
学
校

 

ゴ
ー
ル

 
天
王
台
駅
南
口

 

 
 
小

 
 

 
 
暮

 
 

 
 
橋

 
❶ 

水
神
山
古
墳
坂

 

❷ 
❸ ➍ ❺ ❻ ➐ ❽

 ❾ ❿ ⓫ 
八
景
歩
き

 
検
索

 

八
景
歩
き
は
、

 

他
に
も
コ
ー
ス
が
あ
る
よ
！

 

 

コ
ー
ス
約
４
ｋ
ｍ

 

消
費
カ
ロ
リ
ー
＜

180cal.＞
 

体
重

60
㎏
の
方
が

 

時
速

4ｋｍ
で
歩
い
た
場
合

 



   ＪＲ天王台駅

近隣センター

こもれび

コンビニ

香取神社

我孫子ゴルフ

倶楽部

手 賀 沼

（駅改札内）

スタート
ゴール

➑

➌

⓫
文

鳥の博物館

➊

水神山古墳

水の館

日立坂
（坂道八景）

水神山古墳坂
（坂道八景）

高野山桃山公園・日立の森
（斜面林・田園八景）

天王台西公園

➒
➓

天王台南公園

阪東バス
東我孫子車庫

天王台駅

➐

我孫子

郵便局

高野山大久保緑地からの

手賀沼の眺望も いいね!!

➋

我孫子中学校
（桜八景）

高野山新田
ビオトープの道
（ハケの道八景）

高野山桃山公園・
前原古墳から見た手賀沼

（水八景）

山階鳥類研究所

➎❻

駅を出たら西側の

右手歩道を歩きます

高野山桃山公園
（公園八景）

柏

日立アカデミー 我孫子キャンパス周辺

（まちなみ八景）

東我孫子

駐在所

（株）日立アカデミー

我孫子キャンパス

➍

手賀沼ふれあいライン

➋
下り坂

近隣センター

こもれび

右手歩道

一つ目の交差点

を右の道へ

手賀沼ビュー

ポイント

手賀沼ビュー

ポイント

我孫子のいろいろ八景歩き 高野山台地の八景と古墳を巡るコース 
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